
令和５年度学校教育目標～心豊かでたくましく,主体的に学び，地域に貢献できる生徒の育成～ 

３年生が中学校最後の定期試験 

1 月２４日(水)から２６日(金)にかけて，３年生は学年末試験がありまし

た。今月末には公立高等学校一次選抜が控えており，この時期に中学校生活で

最後となる定期試験を実施しています。１２月は受験校を決め，年末年始も受

験生として勉強を頑張ってきました。国立や私学の入試も始まっています。各

自，自分の力を最大限発揮して前進してください。 

新執行部が始動～全校集会・委員会～ 

1 月１９日(金)，新執行部に変わって初めての全校集会がありました。  委員長によるスピーチの

後，卓球部部長    くんから広島県中学校新人卓球選手権大会出場の決意表明と，  先生から

「コロナ禍で中止していた大崎上島駅伝大会が３月１７日(日)に開催され，大崎上島の活性化とコミュニ

ティづくりと求め，体力づくりの一環としてぜひ参加しましょう。」という話がありました。また，１月

３１日(水)，生徒委員会が開催され，各委員会の新しいプロジェクトが始まりました。 

入学説明会に６年生児童が来校 
２月５日(月)，令和６年度入学予定者６年生児童が

参加する入学説明会が開催されました。最初に，     

先生による数学の授業「素因数ってなあに？」を体験

し，その後児童と保護者別々に学校・生徒会から中学

校の生活について説明を聞きました。最後に町学生衣

料品組合の皆さんの協力により，制服の採寸や物品の注文受付を

行いました。来年度入学予定者は  名となっています。 

人権教育の取組が表彰されました 
２月６日(火)，法務省及び全国人権擁護委員連合会主催第４２

回全国中学生人権作文コンテストの実施に際して，人権意識の高

揚の取組に尽力したということで本校が表彰されました。一層互

いを尊重し合う校風を育んでまいります。 

読みたい本がいつでも手に取れる図書室に 
 大崎上島中学校の図書室は，生徒の皆さんがいつでも興味を持って

本に親しめるようにと，掲示物などを中心に多くの工夫がなされてい

ます。これは，図書支援員の      先生や図書委員の皆さんが

準備しています。先生は，皆さんが小学生の頃から関わって下さり，

今すぐに興味がもてなくても将来困難に出合ったり興味を持ったりし

た時に活用できるように，親しみやすい環境づくりをしてくださって

います。また，たくさん本を読むための工夫として，「私は気に入っ

た本を２回読むようにしています。１回目はサッと流し，２回目でし

っかり整理します。そう

することで，しっかりと

刻まれ，活用することが

できます。」と教えて下さ

いました。「皆さんが図書

室に来て話しかけてくれ

ることがとても楽しいの

で，ぜひ声をかけてください。」と言っておられました。    

先生になんでも聞いてみてください。 

【図書委員と    先生による展示】 

地域の方に支えられる息の長い取組 
中学校の玄関口に青いドラム缶が置いてあります。先

日集会で  先生が話されたように，空き缶から取った

プルタブを集めて入れ，ドラム缶が２杯分集まったら    

に運び，その買取額で車いすを１台購入して社会福祉協

議会へ寄付しています。この取組は旧大崎中学校の時代

に生徒の発案で始まり，  先生が家からドラム缶を用

意され，大崎上島中学校になっても取組を引き継いでい

るもので，これまでに４台の車椅子が寄付されました。

２月のある日，地域の方が袋いっぱいのプルタブを「役

に立ててください。」と持って来て下さいました。中学校

の取組を知っていただき，それを十数年経た今も続け，

中学校に持って来て下さっています。地域の方々への感謝の気持ちを忘れ

ず，大切な活動を引き継いでいきましょう。 
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